
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】耳管の正常な働きが回復するまでの補助的かつ

生理的な役割を果たすもので、耳管が行うような換気が

可能であって、しかも、外部からの水や細菌等の浸入を

防止できるとともに、中耳内に滲み出した液を外部へ排

出することが可能な鼓膜換気チューブを提供する。

【解決手段】鼓膜に留置される鼓膜換気チューブは、中

耳と外耳との圧力差が所定圧以上で開状態となる弁手段

１３と、鼓膜に介設された孔部に嵌入されるチューブ本

体１０とを備える。弁手段１３は、スリット孔１４を有

する円板体１５をチューブ本体１０内に固定して構成す

る。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 鼓 膜 に 留 置 さ れ る 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ で あ っ て 、 中 耳 と 外 耳 と の 圧 力 差 が 所 定 圧 以 上 で 開
状 態 と な る 弁 手 段 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ 。
【 請 求 項 ２ 】
鼓 膜 に 介 設 さ れ た 孔 部 に 嵌 入 さ れ る チ ュ ー ブ 本 体 を 備 え 、 ス リ ッ ト 孔 を 有 す る 円 板 体 を チ
ュ ー ブ 本 体 内 に 固 定 し て 前 記 弁 手 段 を 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ の 鼓 膜 換 気 チ ュ
ー ブ 。
【 請 求 項 ３ 】
鼓 膜 に 介 設 さ れ た 孔 部 に 嵌 入 さ れ る チ ュ ー ブ 本 体 を 備 え 、 一 部 が 前 記 チ ュ ー ブ 本 体 に 固 定
さ れ て ヒ ン ジ と し て 機 能 す る 円 板 体 に て 弁 手 段 を 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ の 鼓
膜 換 気 チ ュ ー ブ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 中 耳 側 の 気 圧 が 外 耳 側 の 気 圧 よ り も 高 く な っ て 開 状 態 と な る 圧 力 差 と 、 中 耳 側 の 気 圧 が
外 耳 側 の 気 圧 よ り も 低 く な っ て 開 状 態 と な る 圧 力 差 と を 相 違 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ の 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 中 耳 側 の 気 圧 が 外 耳 側 の 気 圧 よ り も 高 く な っ て 開 状 態 と な る 圧 力 差 を 、 中 耳 側 の 気 圧 が
外 耳 側 の 気 圧 よ り も 低 く な っ て 開 状 態 と な る 圧 力 差 よ り も 小 さ く し た こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ４ の 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 中 耳 側 の 気 圧 が 外 耳 側 の 気 圧 よ り も 高 く な っ て 開 状 態 と な る 圧 力 差 を 、 中 耳 側 の 気 圧 が
外 耳 側 の 気 圧 よ り も 低 く な っ て 開 状 態 と な る 圧 力 差 よ り も 大 き く し た こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ４ の 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 圧 力 差 が 小 で 開 状 態 と な る と き の 気 圧 低 側 に 膨 出 す る 弁 形 成 板 に て 前 記 弁 手 段 を 構 成 し
た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ～ 請 求 項 ６ の い ず れ か の 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 弁 手 段 が 前 記 チ ュ ー ブ 端 部 に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ７ の い ず
れ か の 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 弁 手 段 が 前 記 チ ュ ー ブ 軸 方 向 中 央 部 に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ 請 求 項
７ の い ず れ か の 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
中 耳 側 に 配 置 さ れ る 内 部 フ ラ ン ジ と 外 耳 側 に 配 置 さ れ る 外 部 フ ラ ン ジ と を 備 え た こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ９ の い ず れ か の 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 耳 は 、 図 １ ７ に 示 す よ う に 、 外 耳 １ 、 中 耳 ２ 、 及 び 内 耳 ３ で 構 成 さ れ る 。 外 耳 １ と 中 耳
２ と は 、 外 耳 道 の 内 端 に 位 置 す る 鼓 膜 ４ に よ っ て 仕 切 ら れ て い る 。 ま た 、 中 耳 ２ が 耳 管 ５
を 介 し て 咽 頭 に 連 通 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の た め 、 鼓 膜 ４ の 外 側 （ 外 耳 道 側 ） と 内 側 （ 内 耳 側 ） の 空 気 圧 が 同 じ に な る 。 こ の よ
う に 空 気 圧 が 同 じ で あ る 場 合 、 鼓 膜 ４ は 張 っ た 状 態 に 維 持 さ れ る 。 音 は 、 空 気 の 振 動 と し
て 鼓 膜 ４ を 震 わ せ る 。 そ の 振 動 が 耳 小 骨 ６ に 伝 わ っ て 、 聞 こ え の 神 経 で あ る 内 耳 へ と 伝 達
す る 。
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 耳 管 の 開 大 能 に は 二 種 あ る 。 一 は 外 圧 に よ っ て 耳 管 が 開 大 す る 受 動 的 開 大 能 で あ
り 、 も う １ つ は 嚥 下 や あ く び に よ っ て 開 大 す る 能 動 的 開 大 能 で あ る 。 す な わ ち 、 耳 管 に は
換 気 機 能 が あ り 、 こ の 換 気 機 能 に は 、 嚥 下 や あ く び に よ っ て 咽 頭 か ら 鼓 室 （ 中 耳 腔 ） へ と
空 気 が 流 入 す る 能 動 的 な も の と 、 外 耳 の 圧 変 化 に 伴 っ て 空 気 が 流 入 す る 受 動 的 な も の と が
あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ で 、 洋 々 な 原 因 で 、 耳 管 ５ か ら 中 耳 ２ へ の 空 気 の 通 り が 悪 く な る こ と が あ る 。 中
耳 ２ へ の 空 気 の 通 り が 悪 く な る と 、 鼓 膜 ４ の 外 と 鼓 膜 ４ の 内 （ 中 耳 ） の 気 圧 に 差 が 生 じ る
。 こ の 場 合 、 通 常 中 耳 ２ の 気 圧 が 低 く な る 。 こ の た め 、 気 圧 の 高 い 方 （ 外 耳 側 ） か ら 低 い
方 （ 中 耳 側 ） へ 鼓 膜 ４ が 押 さ れ 、 外 耳 側 が 凹 む 。 ま た 、 中 耳 ２ が 陰 圧 に な っ て 、 こ の 中 耳
２ に 、 そ の 周 囲 か ら の 体 の 水 分 等 が 滲 み 出 し て 溜 ま る 。 こ の 症 状 が 滲 出 性 中 耳 炎 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う な 滲 出 性 中 耳 炎 に 対 し て は 、 図 １ ７ に 示 す よ う に 、 鼓 膜 チ ュ ー ブ と 称 さ れ る 治
療 器 具 ８ を 鼓 膜 ４ に 留 置 す る 治 療 方 法 が あ る （ 特 許 文 献 １ ） 。 こ れ に よ っ て 、 中 耳 腔 に 溜
ま る 滲 出 液 を こ の 治 療 器 具 ８ を 介 し て 外 部 （ 外 耳 側 ） に 排 出 す る 。 な お 、 中 耳 ２ の 機 能 が
回 復 し た ら こ の 治 療 器 具 ８ を 取 り 去 る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 前 記 の よ う な 鼓 膜 チ ュ ー ブ を 鼓 膜 ４ に 留 置 さ せ れ ば 、 中 耳 ２ と 外 耳 １ と を 等 し い
圧 力 に 保 つ こ と が で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － ２ ６ ５ ３ ５ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 と こ ろ が 、 従 来 の 鼓 膜 チ ュ ー ブ は 、 外 耳 と 中 耳 と を 連 通 す る も の で あ る の で 、 こ の よ う
な 鼓 膜 チ ュ ー ブ を 装 着 し て い る 子 供 等 が プ ー ル に 入 っ た 場 合 に は 、 こ の 鼓 膜 チ ュ ー ブ を 介
し て 中 耳 内 に 水 が 入 る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 前 述 の 問 題 点 に 鑑 み て 提 案 さ れ た も の で 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、
耳 管 の 正 常 な 働 き が 回 復 す る ま で の 補 助 的 か つ 生 理 的 な 役 割 を 果 た す も の で 、 耳 管 が 行 う
よ う な 換 気 が 可 能 で あ っ て 、 し か も 、 外 部 か ら の 水 や 細 菌 等 の 浸 入 を 防 止 で き る と と も に
、 中 耳 内 に 滲 み 出 し た 液 を 外 部 へ 排 出 す る こ と が 可 能 な 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ を 提 供 す る こ と
に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ は 、 鼓 膜 に 留 置 さ れ る 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ で あ っ て 、 中 耳 と 外
耳 と の 圧 力 差 が 所 定 圧 以 上 で 開 状 態 と な る 弁 手 段 を 設 け た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ で は 、 中 耳 と 外 耳 と の 圧 力 差 が 所 定 圧 以 上 と な っ た と き に 、
開 状 態 と な っ て 、 中 耳 と 外 耳 と を 等 し い 圧 力 に 保 つ こ と が で き る 。 ま た 、 圧 力 差 が 所 定 圧
未 満 で あ れ ば 、 こ の 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ は 閉 状 態 と な る 。 こ こ で 、 所 定 圧 と し て は 、 例 え ば
、 １ ０ ０ ～ ６ ０ ０ ｄ ａ Ｐ ａ 程 度 に 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 鼓 膜 に 介 設 さ れ た 孔 部 に 嵌 入 さ れ る チ ュ ー ブ 本 体 を 備 え 、 ス リ ッ ト 孔 を 有 す る 円 板 体 を
チ ュ ー ブ 本 体 内 に 固 定 し て 弁 手 段 を 構 成 し た り 、 一 部 が 前 記 チ ュ ー ブ 本 体 に 固 定 さ れ て ヒ
ン ジ と し て 機 能 す る 円 板 体 に て 弁 手 段 を 構 成 し た り す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 中 耳 側 の 気 圧 が 外 耳 側 の 気 圧 よ り も 高 く な っ て 開 状 態 と な る 圧 力 差 と 、 中 耳 側 の
気 圧 が 外 耳 側 の 気 圧 よ り も 低 く な っ て 開 状 態 と な る 圧 力 差 と を 相 違 さ せ る こ と が で き る 。
こ の 際 、 圧 力 差 が 小 で 開 状 態 と な る と き の 気 圧 低 側 に 膨 出 す る 弁 形 成 板 に て 弁 手 段 を 構 成
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す る こ と が で き る 。 中 耳 側 の 気 圧 が 外 耳 側 の 気 圧 よ り も 高 く な っ て 開 状 態 と な る 圧 力 差 を
、 中 耳 側 の 気 圧 が 外 耳 側 の 気 圧 よ り も 低 く な っ て 開 状 態 と な る 圧 力 差 よ り も 小 さ く し た り
、 大 き く し り す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 弁 手 段 を 、 チ ュ ー ブ 端 部 に 配 置 し た り 、 チ ュ ー ブ 軸 方 向 中 央 部 に 配 置 し た り す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 中 耳 側 に 配 置 さ れ る 第 １ フ ラ ン ジ と 外 耳 側 に 配 置 さ れ る 第 ２ フ ラ ン ジ と を 備 え た も の で
あ っ て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ は 、 耳 管 が 機 能 せ ず に 、 中 耳 と 外 耳 と の 圧 力 差 が １ ０ ０ ～ ６
０ ０ ｄ ａ Ｐ ａ 圧 以 上 と な っ た と き に 、 開 状 態 と な っ て 、 中 耳 と 外 耳 と を 等 し い 圧 力 に 保 つ
こ と が で き る 。 こ の た め 、 鼓 膜 が 、 中 耳 側 に 膨 れ た り 、 外 耳 側 に 膨 れ た り す る こ と な く 、
鼓 膜 と し て の 機 能 を 発 揮 し て 、 音 を 聞 き 分 け る こ と が で き る 。 ま た 、 開 状 態 と な る こ と に
よ っ て 、 中 耳 内 に 滲 み 出 し た 液 の 外 部 へ の 排 出 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 中 耳 と 外 耳 と の 圧 力 差 が １ ０ ０ ～ ６ ０ ０ ｄ ａ Ｐ ａ 圧 未 満 で は 、 こ の 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ は
閉 状 態 で あ る の で 、 外 部 か ら の 水 や 細 菌 等 の 中 耳 へ の 浸 入 を 防 止 で き る 。 こ の た め 、 水 泳
等 を 行 っ た 場 合 に も 、 他 の 耳 栓 等 を す る こ と な く 、 水 の 浸 入 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 耳 管 の 正 常 な 働 き が 回 復 す れ ば 取 り 外 す こ と に な る 。 こ の た め 、 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ は 、
耳 管 の 正 常 な 働 き が 回 復 す る ま で の 補 助 的 か つ 生 理 的 な 役 割 を 果 た す も の で 、 耳 管 が 行 う
よ う な 換 気 が 可 能 で あ っ て 、 し か も 、 外 部 か ら の 水 や 細 菌 等 の 浸 入 を 防 止 で き る と と も に
、 中 耳 内 に 滲 み 出 し た 液 を 外 部 へ 排 出 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 中 耳 側 の 気 圧 が 外 耳 側 の 気 圧 よ り も 高 く な っ て 開 状 態 と な る 圧 力 差 と 、 中 耳 側 の 気 圧 が
外 耳 側 の 気 圧 よ り も 低 く な っ て 開 状 態 と な る 圧 力 差 と を 相 違 さ せ る こ と が で き る の で 、 患
者 の 症 状 に 応 じ て 対 応 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 中 耳 側 の 気 圧 が 低 く な っ た と き に 、
小 さ い 圧 力 差 で 開 状 態 と し た り 、 逆 に 中 耳 側 の 気 圧 が 高 く な っ た と き に 、 小 さ い 圧 力 差 で
開 状 態 と し た り で き 、 さ ら に は 、 中 耳 側 の 気 圧 が 外 耳 側 の 気 圧 よ り も 高 い 状 態 を 維 持 で き
、 滲 出 性 中 耳 炎 等 が 発 生 す る の を 有 効 に 防 止 で き る よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 中 耳 側 に 配 置 さ れ る 第 １ フ ラ ン ジ と 外 耳 側 に 配 置 さ れ る 第 ２ フ ラ ン ジ と を 備 え た も の で
あ れ ば 、 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ を 安 定 し た 状 態 で 鼓 膜 に 留 置 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 に 係 る 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ の 実 施 形 態 を 以 下 に 詳 述 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ と 図 ２ は 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ の 第 １ 実 施 形 態 を 示 し 、 こ の 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ は 、 チ ュ
ー ブ 本 体 １ ０ と 、 こ の チ ュ ー ブ 本 体 １ ０ の 一 方 の 端 部 に 連 設 さ れ る 第 １ フ ラ ン ジ １ １ と 、
チ ュ ー ブ 本 体 １ ０ の 他 方 の 端 部 に 連 設 さ れ る 第 ２ フ ラ ン ジ １ ２ を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ し て 、 内 部 に 弁 手 段 １ ３ が 付 設 さ れ て い る 。 こ の 場 合 の 弁 手 段 １ ３ は 、 ス リ ッ ト 孔 １
４ を 有 す る 円 板 体 １ ５ か ら な る 。 す な わ ち 、 円 板 体 １ ５ は 、 孔 部 １ ６ の 第 ２ フ ラ ン ジ １ ２
側 の 開 口 端 に 配 設 さ れ る 。 そ し て 、 円 板 体 １ ５ は 、 半 円 板 状 の 一 対 の 半 割 体 １ ５ ａ 、 １ ５
ｂ と か ら な り 、 各 半 割 体 １ ５ ａ 、 １ ５ ｂ の 外 周 円 弧 面 が 孔 部 １ ６ の 内 径 面 に 一 体 化 さ れ 、
半 割 体 １ ５ ａ 、 １ ５ ｂ の 対 応 端 面 １ ７ 、 １ ８ が 突 き 合 わ さ れ て 、 密 接 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 場 合 の 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ は 、 チ ュ ー ブ 本 体 １ ０ と 第 １ フ ラ ン ジ １ １ と 第 ２ フ ラ ン ジ
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１ ２ と 円 板 体 １ ５ と が 一 体 に 成 形 さ れ た シ リ コ ー ン ゴ ム （ Ｓ Ｉ Ｒ ） 等 か ら な る 。 シ リ コ ー
ン ゴ ム は 、 無 機 の シ ロ キ サ ン 結 合 に 有 機 の メ チ ル 基 ま た は フ ェ ニ ル 基 を 結 合 さ せ た も の で
あ り 、 無 機 と 有 機 の 中 間 的 な 構 造 を も っ て い る 。 シ リ コ ー ン ゴ ム は 使 用 可 能 温 度 範 囲 が －
６ ０ ℃ か ら ＋ １ ８ ０ ℃ 程 度 ま で の き わ め て 広 範 囲 に 及 び 、 そ の 範 囲 内 に お け る 物 理 的 性 質
の 変 化 が 少 な い 。 ま た 電 気 特 性 は Ｎ Ｒ と 大 差 な く 、 使 用 可 能 温 度 範 囲 内 に お い て 耐 電 圧 の
変 化 は ほ と ん ど な い 。 ま た 化 学 的 に も 安 定 で 耐 化 学 薬 品 性 （ 濃 ア ル カ リ に は 浸 さ れ る ） 、
耐 油 、 耐 候 、 耐 オ ゾ ン 性 を も っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の た め 、 こ の 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ は 耐 久 性 に 優 れ 、 し か も 後 述 す る よ う に 鼓 膜 ４ に 留 置
さ せ た 際 に は 、 鼓 膜 ４ に 馴 染 ん で 、 こ の 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ を 違 和 感 無 く 留 置 さ せ る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の 弁 手 段 １ ３ に お い て は 、 孔 部 １ ６ 内 と 外 部 と の 圧 力 差 が 、 所 定 圧 （ 例 え ば 、 １ ０ ０
～ ６ ０ ０ ｄ ａ Ｐ ａ 圧 ） 以 上 で 、 高 い 方 側 か ら 低 い 方 側 に 円 板 体 １ ５ を 押 圧 す る こ と に な っ
て 、 半 割 体 １ ５ ａ 、 １ ５ ｂ の 対 応 端 面 １ ７ 、 １ ８ 間 に 隙 間 が 生 じ て 開 状 態 と な る 。 こ れ に
対 し て 、 孔 部 １ ６ 内 と 外 部 と の 圧 力 差 が 前 記 所 定 圧 （ 例 え ば 、 １ ０ ０ ～ ６ ０ ０ ｄ ａ Ｐ ａ 圧
） 未 満 の 状 態 で は 、 半 割 体 １ ５ ａ 、 １ ５ ｂ の 対 応 端 面 １ ７ 、 １ ８ が 突 き 合 わ さ れ た 状 態 が
維 持 さ れ て 閉 状 態 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ は 、 例 え ば 、 そ の 全 長 Ｌ １ を １ ０ ｍ ｍ と し 、 フ ラ ン ジ 間 寸 法 Ｌ ２ を ６
ｍ ｍ と し 、 各 フ ラ ン ジ 肉 厚 Ｌ ３ 、 Ｌ ４ を ２ ｍ ｍ と し 、 孔 部 径 Ｄ １ を ２ ｍ ｍ と し 、 チ ュ ー ブ
本 体 外 径 Ｄ ２ を ４ ｍ ｍ と し 、 フ ラ ン ジ 外 径 Ｄ ３ を ６ ｍ ｍ と し 、 円 板 体 １ ５ の 肉 厚 Ｔ を ０ ．
２ ｍ ｍ と し て い る 。 ま た 、 各 コ ー ナ 部 に は 面 取 り が 形 成 さ れ 、 そ の 面 取 り の 曲 率 半 径 を ０
． ２ ｍ ｍ と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 前 記 の よ う に 構 成 さ れ た 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ は 、 鼓 膜 ４ （ 図 １ ７ 参 照 ） に 留 置 さ れ る 。 す
な わ ち 、 鼓 膜 ４ の 一 部 を 切 開 し て 、 直 線 状 の ス リ ッ ト 部 を 形 成 す る 。 そ し て 、 こ の ス リ ッ
ト 部 を 拡 開 さ せ て 挿 通 部 を 形 成 し 、 挿 通 部 に 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ を 挿 通 す る 。 こ の 場 合 、 第
１ フ ラ ン ジ １ １ を 中 耳 ２ 側 に 配 置 す る と と も に 、 第 ２ フ ラ ン ジ １ ２ を 外 耳 １ 側 に 配 置 す る
。 こ の よ う に 、 鼓 膜 ４ を 挟 ん で 、 第 １ フ ラ ン ジ １ １ を 中 耳 ２ 側 に 配 置 し 、 第 ２ フ ラ ン ジ １
２ を 外 耳 １ 側 に 配 置 す る こ と に よ っ て 、 こ の 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ の 鼓 膜 ４ に 留 置 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ に よ れ ば 、 中 耳 ２ と 外 耳 １ と の 圧 力 差 が 所 定 圧 （ 例 え ば 、 １
０ ０ ～ ６ ０ ０ ｄ ａ Ｐ ａ 圧 ） 以 上 と な っ た と き に 、 開 状 態 と な っ て 、 中 耳 ２ と 外 耳 １ と を 等
し い 圧 力 に 保 つ こ と が で き る 。 こ の た め 、 耳 管 が 行 う 換 気 機 能 を 発 揮 す る こ と が で き 、 鼓
膜 ４ が 、 中 耳 ２ 側 に 膨 れ た り 、 外 耳 １ 側 に 膨 れ た り す る こ と な く 、 鼓 膜 ４ と し て の 機 能 を
発 揮 し て 、 音 を 聞 き 分 け る こ と が で き る 。 ま た 、 開 状 態 と な る こ と に よ っ て 、 中 耳 内 に 滲
み 出 し た 液 の 外 部 へ の 排 出 が 可 能 と な っ て 、 滲 出 性 中 耳 炎 の 治 療 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 チ ュ ー ブ 本 体 １ ０ の 一 方 の 端 部 に 連 設 さ れ て 中 耳 ２ 側 に 配 置 さ れ る 第 １ フ ラ ン ジ １ １ （
内 部 フ ラ ン ジ ） と 、 チ ュ ー ブ 本 体 １ ０ の 他 方 の 端 部 に 連 設 さ れ て 外 耳 １ 側 に 配 置 さ れ る 第
２ フ ラ ン ジ １ ２ （ 外 部 フ ラ ン ジ ） と を 備 え て い る の で 、 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ を 安 定 し た 状 態
で 鼓 膜 ４ に 留 置 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 と こ ろ で 、 滲 出 性 中 耳 炎 に 対 し て は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 こ の 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ を 鼓 膜
に 装 着 す る 際 に 、 中 耳 ２ 内 に 滲 み 出 し た 液 （ 滲 出 液 ） を 外 耳 １ 側 に 排 出 す る た め の ド レ ナ
ー ジ チ ュ ー ブ （ 細 い 排 出 用 の 管 ） ５ ０ を 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ に 挿 通 さ せ て お く の が 好 ま し い
。 こ の ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ ５ ０ は 、 中 耳 ２ 内 の 滲 出 液 の 溜 ま り が 改 善 さ れ れ ば （ 治 ま れ ば
） 、 取 り 出 す こ と に な る 。 こ の た め 、 通 常 は 、 １ 週 間 か ら １ ヶ 月 程 度 で 取 り 出 す こ と に な
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る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ ５ ０ の 長 さ と し て は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 一 方 の フ ラ ン ジ １ １ 側 の
端 部 ５ １ が 中 耳 ２ 内 に 挿 入 さ れ 、 他 方 の 外 耳 ２ 側 の 端 部 ５ ２ が 外 耳 １ 側 に 挿 入 で き る 程 度
の も の で あ れ ば よ い が 、 外 耳 １ の 外 部 開 口 部 に 達 す る も の で あ っ て も よ い 。 ま た 、 ド レ ナ
ー ジ チ ュ ー ブ ５ ０ の 外 径 と し て は 、 弁 手 段 １ ３ の ス リ ッ ト 孔 １ ４ に 挿 通 さ せ る こ と が で き
れ ば よ く 、 ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ ５ ０ の 内 径 と し て は 、 滲 出 液 を 外 耳 １ 側 に 排 出 で き る も の
で あ れ ば よ い 。 な お 、 ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ ５ ０ の 材 質 は 、 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ と 同 様 の 材 質
で 構 成 す る こ と が で き る が 、 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ と 相 違 す る 材 質 で 構 成 し て も よ い 。 ま た 、
ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ ５ ０ と し て 可 撓 性 を 有 し て い て も 、 可 撓 性 を 有 さ ず に 常 に 直 線 状 に 維
持 さ れ る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 に 図 ４ と 図 ５ は 第 ２ 実 施 形 態 を 示 し 、 図 ６ と 図 ７ は 第 ３ 実 施 形 態 を 示 し て い る 。 こ れ
ら の 場 合 、 一 対 の 半 割 体 １ ５ ａ 、 １ ５ ｂ か ら な る 円 板 体 １ ５ が 、 チ ュ ー ブ 本 体 １ ０ の 軸 方
向 中 間 部 に 配 置 さ れ て い る 。 そ し て 、 チ ュ ー ブ 本 体 １ ０ の 孔 部 １ ６ に お い て 、 円 板 体 １ ５
よ り 第 １ フ ラ ン ジ １ １ 側 と 、 円 板 体 １ ５ よ り 第 ２ フ ラ ン ジ １ ２ 側 と で 、 圧 力 差 が １ ０ ０ ～
６ ０ ０ ｄ ａ Ｐ ａ 圧 未 満 で は 円 板 体 １ ５ の 半 割 体 １ ５ ａ 、 １ ５ ｂ の 対 応 端 面 １ ７ 、 １ ８ が 密
接 し た 閉 状 態 と な っ て い る 。 圧 力 差 が １ ０ ０ ～ ６ ０ ０ ｄ ａ Ｐ ａ 圧 以 上 生 じ た と き に は 、 円
板 体 １ ５ に て 構 成 す る 弁 手 段 １ ３ が 開 状 態 と な る 。 す な わ ち 、 円 板 体 １ ５ の 対 応 端 面 １ ７
、 １ ８ と の 間 に 隙 間 が 生 じ て 開 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ４ と 図 ５ に 示 す 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ で は 、 図 １ と 図 ２ に 示 す 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ と 同 様 、
半 割 体 １ ５ ａ 、 １ ５ ｂ の 肉 厚 を 内 径 側 と 外 径 側 と で 同 一 に 設 定 し て い る が 、 図 ６ と 図 ７ に
示 す 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ で は 、 各 半 割 体 １ ５ ａ 、 １ ５ ｂ の 外 径 部 １ ９ の 肉 厚 Ｔ １ を 大 き く 設
定 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ４ と 図 ５ に 示 す 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ 及 び 図 ６ と 図 ７ に 示 す 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ に お い て 、
他 の 構 成 は 図 １ と 図 ２ に 示 す 構 成 と 同 様 で あ る の で 、 同 一 部 材 に つ い て は 図 １ と 図 ２ と 同
一 の 符 号 を 付 し て そ の 説 明 を 省 略 す る 。 な お 、 図 ６ と 図 ７ に 示 す 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ の 円 板
体 １ ５ の 外 径 部 １ ９ の 肉 厚 Ｔ １ （ 最 大 肉 厚 ） を ０ ． ４ ｍ ｍ と し て い る 。 な お 、 円 板 体 １ ５
の 中 心 部 の 肉 厚 Ｔ （ 最 小 肉 厚 ） を ０ ． ２ ｍ ｍ と し て い る 。 ま た 、 他 の 寸 法 は 前 記 図 １ と 図
２ に 示 す 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ と 同 一 と し た 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の よ う に 、 図 ４ と 図 ５ に 示 す 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ 及 び 図 ６ と 図 ７ に 示 す 鼓 膜 換 気 チ ュ ー
ブ に お い て も 、 図 １ と 図 ２ に 示 す 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ と 同 様 の 作 用 効 果 を 奏 す る 。 ま た 、 図
６ と 図 ７ に 示 す 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ で は 、 各 半 割 体 １ ５ ａ 、 １ ５ ｂ の 外 径 側 の 肉 厚 が 大 き く
設 定 さ れ て い る の で 、 開 閉 に 対 す る 強 度 に 優 れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ８ ～ 図 １ ０ は 第 ４ 実 施 形 態 を 示 し 、 こ の 場 合 、 一 部 が チ ュ ー ブ 本 体 １ ０ に 固 定 さ れ て
ヒ ン ジ ２ ０ と し て 機 能 す る 円 板 体 ２ １ に て 弁 手 段 １ ３ を 構 成 し て い る 。 そ し て 、 こ の 円 板
体 ２ １ は 孔 部 １ ６ の 第 ２ フ ラ ン ジ １ ２ 側 の 開 口 端 に 配 設 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 弁 手 段 １ ３ に お い て は 、 孔 部 １ ６ 内 と 外 部 と の 圧 力 差 が １ ０ ０ ～ ６ ０ ０ ｄ ａ Ｐ ａ 圧 以 上
で 、 高 い 方 側 か ら 低 い 方 側 に 円 板 体 １ ５ を 押 圧 す る こ と に な っ て 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、
円 板 体 ２ １ が そ の ヒ ン ジ ２ ０ を 支 点 と し て 揺 動 し 、 円 板 体 ２ １ の 外 周 側 に 隙 間 が 生 じ 開 状
態 と な る 。 ま た 、 そ の 圧 力 差 が １ ０ ０ ～ ６ ０ ０ ｄ ａ Ｐ ａ 圧 未 満 で は 、 円 板 体 ２ １ の 外 周 縁
部 が 孔 部 １ ６ の 内 径 面 に 密 接 状 と な っ て 閉 状 態 を 維 持 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ８ ～ 図 １ ０ に 示 す 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ に お い て 、 他 の 構 成 は 図 １ と 図 ２ に 示 す 構 成 と 同
様 で あ る の で 、 同 一 部 材 に つ い て は 図 １ と 図 ２ と 同 一 の 符 号 を 付 し て そ の 説 明 を 省 略 す る
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。 ま た 、 各 寸 法 も 図 １ と 図 ２ に 示 す 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ と 同 一 に 設 定 さ れ る 。 な お 、 円 板 体
２ １ の 肉 厚 Ｔ ３ も ０ ． ２ ｍ ｍ と さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の よ う に 、 図 ８ ～ 図 １ ０ に 示 す 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ お い て も 、 図 １ と 図 ２ に 示 す 鼓 膜 換
気 チ ュ ー ブ と 同 様 の 作 用 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 １ １ と 図 １ ２ と は 第 ５ 実 施 形 態 を 示 し 、 こ の 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ で は 、 外 耳 １ 側 に 膨 出
す る 弁 形 成 板 ２ ５ に て 弁 手 段 １ ３ を 構 成 し て い る 。 こ の 場 合 、 弁 形 成 板 ２ ５ は 断 面 円 弧 状
の 一 対 の 反 割 体 ２ ５ ａ 、 ２ ５ ｂ か ら 形 成 し て い る 。 こ の た め 、 こ の 弁 形 成 板 ２ ５ に は ス リ
ッ ト 孔 １ ４ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の よ う に 外 部 側 へ 膨 出 さ せ る こ と よ っ て 、 外 耳 １ 側 と 中 耳 ２ 側 と で 開 状 態 と な る 圧 力
差 に 相 違 さ せ る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 こ の 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ を 、 第 １ フ ラ ン ジ １ １ を
中 耳 ２ 側 に 配 置 し 、 第 ２ フ ラ ン ジ １ ２ を 外 耳 １ 側 に 配 置 す る よ う に 装 着 し た 場 合 、 外 耳 １
側 の 気 圧 に 対 し て 中 耳 ２ の 気 圧 が 高 く な る 場 合 に 、 比 較 的 小 さ い 圧 力 差 で あ っ て も 開 状 態
と な り 、 外 耳 １ 側 の 気 圧 に 対 し て 中 耳 ２ の 気 圧 が 低 く な る 場 合 に 、 比 較 的 大 き な 圧 力 差 で
開 状 態 と な る よ う に し て い る 。 こ の よ う に 、 圧 力 差 が 小 で 開 状 態 と な る と き の 気 圧 低 側 （
こ の 場 合 、 外 耳 １ 側 ） に 膨 出 す る 弁 形 成 板 ２ ５ に て 弁 手 段 １ ３ を 構 成 す る こ と に よ っ て 、
中 耳 ２ 側 の 気 圧 が 外 耳 １ 側 の 気 圧 よ り も 高 く な っ て 開 状 態 と な る 圧 力 差 を 、 中 耳 ２ 側 の 気
圧 が 外 耳 １ 側 の 気 圧 よ り も 低 く な っ て 開 状 態 と な る 圧 力 差 よ り も 小 さ く す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ を 、 弁 形 成 板 ２ ５ が 中 耳 ２ 側 に 膨 出 さ せ れ ば 、 外 耳 １ 側 の 気 圧
に 対 し て 中 耳 ２ の 気 圧 が 低 く な る 場 合 に 、 比 較 的 小 さ い 圧 力 差 で あ っ て も 開 状 態 と な り 、
外 耳 １ 側 の 気 圧 に 対 し て 中 耳 ２ の 気 圧 が 高 く な る 場 合 に 、 比 較 的 大 き な 圧 力 差 で 開 状 態 と
な る よ う で き る 。 こ の た め 、 中 耳 ２ 側 の 気 圧 が 外 耳 １ 側 の 気 圧 よ り も 高 く な っ て 開 状 態 と
な る 圧 力 差 を 、 中 耳 ２ 側 の 気 圧 が 外 耳 １ 側 の 気 圧 よ り も 低 く な っ て 開 状 態 と な る 圧 力 差 よ
り も 大 き く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の 図 １ １ と 図 １ ２ に 示 す 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ で は 、 中 耳 側 の 気 圧 が 外 耳 側 の 気 圧 よ り も
高 く な っ て 開 状 態 と な る 圧 力 差 と 、 中 耳 側 の 気 圧 が 外 耳 側 の 気 圧 よ り も 低 く な っ て 開 状 態
と な る 圧 力 差 と を 相 違 さ せ る こ と が で き る の で 、 患 者 の 症 状 に 応 じ て 対 応 す る こ と が で き
る 。 す な わ ち 、 中 耳 側 の 気 圧 が 低 く な っ た と き に 、 小 さ い 圧 力 差 で 開 状 態 と し た り 、 逆 に
中 耳 側 の 気 圧 が 高 く な っ た と き に 、 小 さ い 圧 力 差 で 開 状 態 と し た り で き 、 さ ら に は 、 中 耳
側 の 気 圧 が 外 耳 側 の 気 圧 よ り も 高 い 状 態 を 維 持 で き 、 滲 出 性 中 耳 炎 等 が 発 生 す る の を 有 効
に 防 止 で き る よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 次 に 図 １ ３ と 図 １ ４ と は 弁 形 成 板 ２ ５ の 第 １ 変 形 例 を 示 し 、 こ の 場 合 の 弁 形 成 板 ２ ５ は
、 外 部 側 に 向 か っ て 順 次 縮 径 す る テ ー パ 部 ２ ６ と 、 テ ー パ 部 ２ ６ の 縮 径 端 に 連 設 さ れ る 平
板 部 ２ ７ と か ら な る 円 錐 台 形 状 体 に て 構 成 さ れ る 。 そ し て 、 平 板 部 ２ ７ に ス リ ッ ト 孔 １ ４
が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 図 １ ５ と 図 １ ６ と は 弁 形 成 板 ２ ５ の 第 ２ 変 形 例 を 示 し 、 こ の 場 合 の 弁 形 成 板 ２ ５
は 、 ス リ ッ ト 孔 １ ４ を 有 す る 円 錐 形 状 体 に て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 従 っ て 、 前 記 第 １ 変 形 例 の 弁 形 成 板 や 第 １ 変 形 例 の 弁 形 成 板 を 使 用 し た 鼓 膜 換 気 チ ュ ー
ブ で あ っ て も 、 前 記 図 １ １ と 図 １ ２ に 示 す 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ と 同 様 、 中 耳 ２ 側 の 気 圧 が 外
耳 １ 側 の 気 圧 よ り も 高 く な っ て 開 状 態 と な る 圧 力 差 と 、 中 耳 ２ 側 の 気 圧 が 外 耳 １ 側 の 気 圧
よ り も 低 く な っ て 開 状 態 と な る 圧 力 差 と を 相 違 さ せ る こ と が で き る 。 こ の た め 、 第 １ 変 形
例 の 弁 形 成 板 や 第 １ 変 形 例 の 弁 形 成 板 を 使 用 し た 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ で も 、 図 １ １ と 図 １ ２
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に 示 す 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ と 同 様 の 作 用 効 果 を 奏 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ き 説 明 し た が 、 本 発 明 は 前 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る こ と な
く 種 々 の 変 形 が 可 能 で あ っ て 、 前 記 実 施 形 態 で は 、 第 １ フ ラ ン ジ １ １ を 中 耳 ２ 側 に 配 置 し
、 第 ２ フ ラ ン ジ １ ２ を 外 耳 １ 側 に 配 置 し 、 第 １ フ ラ ン ジ １ １ を 内 部 フ ラ ン ジ と す る と と も
に 、 第 ２ フ ラ ン ジ １ ２ を 外 部 フ ラ ン ジ と し て い た が 、 逆 に 、 第 ２ フ ラ ン ジ １ ２ を 中 耳 ２ 側
に 配 置 し 、 第 １ フ ラ ン ジ １ １ を 外 耳 １ 側 に 配 置 し て 、 第 １ フ ラ ン ジ １ １ を 外 部 フ ラ ン ジ と
す る と と も に 、 第 ２ フ ラ ン ジ １ ２ を 内 部 フ ラ ン ジ と す る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 前 記 各
実 施 形 態 で は 、 第 １ フ ラ ン ジ １ １ の 径 と 第 ２ フ ラ ン ジ １ ２ の 径 と を 同 一 に 設 定 し た が 、 こ
れ ら の 径 を 相 違 さ せ て も よ い 。 ま た 、 各 フ ラ ン ジ １ １ 、 １ ２ を 円 板 形 状 以 外 の 種 々 の 形 状
に 変 更 す る こ と が で き る 。 要 は 、 鼓 膜 ４ に 留 置 さ せ た 際 に 、 各 フ ラ ン ジ １ １ 、 １ ２ が 鼓 膜
４ に 引 っ 掛 か っ て 、 外 れ な い も の で あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 １ 等 の 弁 手 段 １ ３ を 構 成 す る 円 板 体 １ ５ は 、 一 対 の 半 割 体 １ ５ ａ 、 １ ５ ｂ に て 形 成 し
た も の で あ り 、 ス リ ッ ト 孔 １ ４ の 端 部 が 外 周 縁 に 開 口 す る も の で あ っ た が 、 ス リ ッ ト 孔 １
４ の 端 部 が 外 周 縁 に 開 口 し な い も の で あ っ て も よ い 。 ま た 、 ス リ ッ ト 孔 １ ４ と し て は 一 本
の 直 線 状 ス リ ッ ト に 限 ら ず 、 ク ロ ス す る ２ 本 以 上 の 直 線 状 ス リ ッ ト に て 構 成 し て も よ い 。
さ ら に 、 直 線 状 ス リ ッ ト に 限 ら ず 、 曲 線 状 の ス リ ッ ト で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ８ ～ 図 １ ０ に お い て は 、 弁 手 段 １ ３ を 構 成 す る 円 板 体 ２ １ を 、 チ ュ ー ブ 本 体 １ ０ の 軸
方 向 中 央 部 に 設 け て い る が 、 こ の 円 板 体 ２ １ を チ ュ ー ブ 本 体 １ ０ の 軸 方 向 端 部 に 配 置 し て
も よ い 。 す な わ ち 、 弁 手 段 １ ３ を 構 成 す る 円 板 体 １ ５ 、 ２ １ や 弁 形 成 板 ２ ５ を 、 チ ュ ー ブ
本 体 １ ０ の 軸 方 向 端 部 や 軸 方 向 中 央 部 に 限 る も の で は な く 、 チ ュ ー ブ 本 体 １ ０ の 軸 方 向 の
任 意 の 位 置 に 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 さ ら に 、 チ ュ ー ブ 本 体 １ ０ の 軸 方 向 長 さ Ｌ 、 フ ラ ン ジ 間 寸 法 Ｌ ２ 、 フ ラ ン ジ 肉 厚 Ｌ ３ 、
Ｌ ４ 、 孔 部 径 Ｄ １ 、 チ ュ ー ブ 本 体 外 径 Ｄ ２ 、 フ ラ ン ジ 外 径 Ｄ ３ 等 も 、 こ の 鼓 膜 換 気 チ ュ ー
ブ を 鼓 膜 ４ に 留 置 さ せ る こ と が で き 、 か つ 、 換 気 （ 耳 管 が 行 う 能 動 的 換 気 と 受 動 的 換 気 と
同 様 な 換 気 ） を 行 う こ と が で き る と と も に 、 中 耳 内 に 滲 み 出 し た 液 を 外 部 へ 排 出 す る こ と
が で き る 限 り 種 々 変 更 で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ や ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ ５ ０ の 材 質 と し て は 、 シ リ コ ー ン ゴ ム 以 外 の ポ
リ エ ス テ ル 、 ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 塩 化 ビ ニ ル 等 の 合 成 高 分 子 で あ っ て も 、 金
属 （ 例 え ば 、 チ タ ン 、 ス テ ン レ ス 等 ） で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 弁 手 段 １ ３ が 開 状 態 と な る 圧 力 差 は 、 装 着 さ れ る 患 者 の 性 別 、 年 齢 、 症 状 等 に 応 じ て 任
意 に 設 定 す る こ と が で き る が 、 耳 管 が 行 う よ う な 換 気 が 可 能 で あ っ て 、 し か も 、 外 部 か ら
の 水 や 細 菌 等 の 浸 入 を 防 止 で き る と と も に 、 中 耳 内 に 滲 み 出 し た 液 を 外 部 へ 排 出 す る こ と
が で き る 機 能 を 発 揮 す る 上 で 、 前 記 実 施 形 態 の よ う に 、 １ ０ ０ ～ ６ ０ ０ ｄ ａ Ｐ ａ 圧 程 度 が
好 ま し く 、 よ り 好 ま し く は 、 ２ ０ ０ ～ ３ ０ ０ ｄ ａ Ｐ ａ 圧 程 度 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ の 第 １ 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 前 記 図 １ に 示 す 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ の 右 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 前 記 図 １ に 示 す 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ に ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ を 挿 通 し た 状 態 の 断 面 図
で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ の 第 ２ 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 前 記 図 ４ に 示 す 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ の 右 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ の 第 ３ 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 前 記 図 ６ に 示 す 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ の 右 側 面 図 で あ る 。
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【 図 ８ 】 本 発 明 の 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ の 第 ４ 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 前 記 図 ８ に 示 す 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ の 右 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 前 記 図 ８ に 示 す 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ の 要 部 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ の 第 ５ 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 前 記 図 １ １ に 示 す 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ の 右 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 弁 形 成 板 の 第 １ 変 形 例 を 使 用 し た 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 前 記 図 １ ３ に 示 す 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ の 右 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 弁 形 成 板 の 第 ２ 変 形 例 を 使 用 し た 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 前 記 図 １ ５ に 示 す 鼓 膜 換 気 チ ュ ー ブ の 右 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 耳 の 簡 略 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
１ 　 　 外 耳
２ 　 　 中 耳
３ 　 　 内 耳
４ 　 　 鼓 膜
１ ０ 　 チ ュ ー ブ 本 体
１ ３ 　 弁 手 段
１ ４ 　 ス リ ッ ト 孔
１ ５ 、 ２ １ 　 円 板 体
２ ０ 　 ヒ ン ジ
２ ５ 　 弁 形 成 板
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】
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